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あ
け
ま
し
て

�

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

理
事
長　

岩
下　

昇

　

会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
穏
や
か
な

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
塩
尻
市
、
朝
日

村
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
様
よ
り
多
大
な
る
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
世

界
中
が
見
舞
わ
れ
、
未
だ
収
ま
ら
な
い
中
、
当
セ

ン
タ
ー
で
は
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
新
体
制
で
事

業
に
あ
た
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
安
全
面
で
は
事

故
が
15
件
と
多
発
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
年
こ
そ
は
安
全
就
業
を
第
一
に
掲
げ
役
職

員
、
会
員
共
に
知
恵
を
出
し
合
っ
て
事
故
を
無
く

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
業
績
ア
ッ
プ
と
会
員
の
拡

大
に
努
め
、
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
よ
う
努
力
し
て
参

り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
が
健
康
で
生
き
生
き
と
活
躍
い

た
だ
け
る
よ
う
祈
念
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
致
し

ま
す
。
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朝
日
村
長

小
林
　
弘
幸

新
年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
ご
ざ
い
ま

す
。会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、お

健
や
か
で
清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
、心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
で
は「
超
高
齢
社
会
と
総
人
口

の
減
少
時
代
」が
進
む
中
「
人
生
百
年
時

代
」と
も
言
わ
れ
、「
生
涯
現
役
」で
誰
も

が
生
涯
現
役
で
活
躍
で
き
る
社
会
の
実

現
が
、求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

昨
年
は
、未
曽
有
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ス
ル
に
世
界
中
が
翻
弄
さ
れ
、当
た
り
前

の
日
常
生
活
が
い
か
に
幸
せ
な
こ
と
か
を
、

改
め
て
痛
感
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、会
員
の

皆
様
は
、意
欲
と
仲
間
意
識
を
高
く
持

た
れ
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
、地
域
社
会

の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、就
労
し
活
躍
さ

れ
て
来
ら
れ
た
こ
と
は
、住
み
慣
れ
た
地

域
の
「
互
助
の
気
持
ち
」を
高
く
持
た
れ

「
地
域
力
」の
強
化
の
賜
物
と
感
謝
を
し

て
お
り
ま
す
。

本
年
も
、会
員
の
皆
様
に
は
、地
域
社

会
の
担
い
手
と
し
て
、明
る
く
・
元
気
で
・

は
つ
ら
つ
と
ご
活
躍
を
頂
き
、尚
一
層
の

お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

村
と
致
し
ま
し
て
も
「
み
ん
な
で
、福

祉
あ
ふ
れ
る
、元
気
で
明
る
い
村
を
創
ろ

う
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、皆
様
と
共
に
歩
ん

で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
は
「
丑
年
」
。
昨
年
の

「
子
年
」の
繁
栄
を
土
台
と
し
、先
の
見

え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
渦
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、先
を
急
が
ず
に
一
歩
一

歩
、前
向
き
に
物
事
を
進
め
ら
れ
る
佳
き

年
と
な
り
ま
す
よ
う
、ま
た
、「
塩
尻
地
域

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」の
益
々
の
ご

発
展
と
、会
員
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
ご
祈
念
申
上
げ
、年
頭
の
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

令
和
三
年
元
旦

塩
尻
市
長

小
口
　
利
幸

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、お

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
塩
尻
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
、皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、地
域

の
重
要
な
担
い
手
と
し
て
貢
献
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
の
総
人
口
に
占
め
る
六
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
の
割
合
（
高
齢

化
率
）は
、年
々
上
昇
し
て
お
り
、ま
た
、

高
齢
就
業
者
数
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
伴
い
４
月
に
減
少
し

た
も
の
の
、５
月
以
降
再
び
増
加
し
、シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割
の

重
要
性
と
地
域
社
会
の
期
待
は
一
層
大

き
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

誰
も
が
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、生

涯
現
役
で
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
、ま

た
高
齢
者
が
身
近
な
地
域
で
安
心
し
て

働
け
る
環
境
の
整
備
に
向
け
て
、市
と
し

ま
し
て
も
各
関
係
機
関
と
連
携
を
図
る

と
と
も
に
、会
員
の
皆
様
が
多
様
な
知
識

や
経
験
な
ど
を
活
か
し
、地
域
社
会
を
支

え
る
担
い
手
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、本
年
も
会
員
の
皆
様
が
事

故
無
く
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
と
と
も
に
、

益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

役
職
員
新
年
あ
い
さ
つ

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

理
事
長　
　

岩
下　
　

昇

副
理
事
長　
　

瀧
澤　

征
男

理　
　

事　
　

吉
野　

禎
次　

理　
　

事　
　

篠
宮　

康
夫

理　
　

事　
　

鈴
木　

正
廣

理　
　

事　
　

成
田　

岩
治

理　
　

事　
　

宮
尾　

國
春

理　
　

事　
　

石
井　

幸
司

理　
　

事　
　

平
林　

敏
也

理　
　

事　
　

小
野　

正
平

理　
　

事　
　

中
村　

久
美

理　
　

事　
　

鈴
木　

正
臣

理　
　

事　
　

小
林
ま
ち
子

理　
　

事　
　

清
水　

静
子

理　
　

事　
　

上
條　
　

崇

理　
　

事　
　

上
條　

文
枝

監　
　

事　
　

岩
下　

幸
春

監　
　

事　
　

酒
井　

正
文

事
務
局
長　
　

百
瀬　

惠
一

事
務
局
次
長　

神
原　

純
子

職　
　

員　
　

峯
村　

奈
美

職　
　

員　
　

石
川　
　

忍

職　
　

員　
　

小
松　

双
馬

職　
　

員　
　

中
村　

明
永

職　
　

員　
　

上
條　
　

治

職　
　

員　
　

小
林　

明
男

職　
　

員　
　

清
水
田
鶴
子

年
頭
に
あ
た
り
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令和２年度 地区懇談会 日程表 

※各地区で開催の懇談会当日、シルバー人材センターから提供された仕事で、会社・事業所等に就業されるため
出席できない方及び当日都合の悪い方は、必ず他の懇談会会場に出席いただくか、1月30日㈯午後1時30分
から開催します懇談会へのご出席をお願いいたします。

月　　日 開催時間 地 域 班 名 開　催　場　所 電　話
令和２年
12月16日（水） 13：30 北　小　野　班　　　　済 北小野地区センター

（多目的ホール） 52-0552

12月17日（木） 13：30 楢　川　班　　　　　　済 楢川小学校（視聴覚室） 0264-34-2004

令和３年
1月19日（火） 13：30 朝　日　班 朝日村中央公民館（講義室） 99-2004

1月20日（水）
9：30 洗　馬　班 洗馬支所 52-0053

13：30 高　出　１班・２班 高出地区センター
（多目的ホール） 53-8721

1月21日（木） 13：30 大　門　１班・２班・３班 総合文化センター  2Ｆ 大会議室 54-1253

1月22日（金）
9：30 片　丘　班 多目的研修センター 52-0125

13：30 塩尻東　１班・２班・３班 塩尻東地区センター
（多目的ホール） 52-4748

1月26日（火）
9：30 広　丘　１・２・３・４班

　（ 原新田・堅石・郷原・野村 ）
北部交流センター（広丘支所）

（会議室　101.102） 52-0157

13：30 宗　賀　１班・２班 林業センター
（宗賀支所・大会議室） 52-0251

1月27日（木） 13：30 吉　田　１班・２班 吉田地区センター 86-8611

1月30日（土） 13：30 会社・事業所等 就業会員懇談会 シルバー人材センター
2Ｆ　大会議室 54-4567

　

令
和
2
年
度
中
シ
協
役
員
ブ
ロ
ッ
ク
研

修
会
が
9
月
16
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
為
、
塩
尻
地
域
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
於
い
て
初
め
て
オ

ン
ラ
イ
ン
で
行
い
ま
し
た
。
政
府
の
各
種

方
針
の
説
明
や
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
多
様
な
就
労
機
会
を
提
供
す
る
事
、
生

涯
現
役
社
会
の
構
築
等
シ
ル
バ
ー
の
働
き

方
と
今
の
地
域
社
会
の
中
で
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
考
え
、
相
互
協
力

の
下
に
助
け
合
い
な
が
ら
就
業
活
動
を
し

て
い
く
こ
と
で
あ
る
と
セ
ン
タ
ー
事
業
の

情
勢
等
を
学
び
ま
し
た
。

　

第
3
回
は
9
月
23
日
、
第
4
回
は
10
月

21
日
に
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
各

日
3
ヵ
所
の
現
場
の
作
業
状
況
と
事
故
現

場
の
状
況
確
認
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
た
。

各
現
場
と
も

安
全
対
策
が

さ
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、

注
意
看
板
な

ど
を
も
っ
と

積
極
的
に
使

用
し
て
欲
し

い
。
事
故
現

場
で
は
状
況

確
認
、
検
証

が
さ
れ
ま
し

た
。
ど
の
事
故
も
何
か
の
原
因
で
命
に
係

わ
る
事
故
に
繋
が
り
ま
す
。
慣
れ
た
作
業

で
も
毎
日
の
安
全
確
認
を
怠
ら
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

　

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協

会
に
お
い
て
は
、
十
月
を
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
業
の
普
及
啓
発
月
間
と
定
め
、

全
国
一
斉
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
も
各
地
域
班
毎
に
計
画

を
立
て
て
実
施

し
ま
し
た
。雨
降

り
の
日
も
あ
り

ま
し
た
が
、大
勢

の
皆
さ
ん
に
参

加
し
て
頂
き
、施

設
の
草
刈
り
や

花
壇
の
片
付
け

等
を
行
い
ま
し

た
。

　

施
設
の
方
か

ら
き
れ
い
に
片
付

い
た
と
感
謝
の

お
言
葉
を
頂
き

ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域

活
動
を
通
じ
て

当
事
業
の一
層
の

発
展
、拡
充
を
図

り
地
域
社
会
に

貢
献
し
て
い
き

ま
す
。

役
員
研
修
会

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

北小野班 塩尻東1班



令
和
２
年
８
月
21
日
～
12
月
18
日
ま
で
に

�

入
会
さ
れ
た
皆
さ
ん

新
し
い
仲
間
で
す

お
疲
れ
様
で
し
た

退
会
さ
れ
た
方

心
か
ら
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す

お
悔
み
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新
年

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

お
正
月
は
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
今
年
は
例
年
に
な
い
お
正

月
を
迎
え
た
方
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

丁
度
一
年
ほ
ど
前
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
日
本
で
も
流
行
し
始
め
ま

し
た
。
外
出
自
粛
の
解
除
後
は
落
ち
着

い
た
よ
う
に
見
え
た
も
の
の
、
第
三
波

と
な
り
、
多
数
の
患
者
が
全
国
的
に
増

え
、
い
ま
だ
に
衰
え
る
気
配
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
開
発
も
各
国
で
し
の

ぎ
を
削
っ
て
い
ま
す
が
、
私
達
に
出
来

る
事
は
「
不
要
の
外
出
」
・
「
三
密
」

を
避
け
て
マ
ス
ク
、
手
洗
い
を
徹
底

し
、
感
染
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
シ
ル
バ
ー
の
仕

事
や
行
事
予
定
も
減
り
会
報
で
お
伝
え

す
る
事
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
残
念

で
す
。
今
号
は
４
ペ
ー
ジ
で
す
が
、
会

員
の
皆
様
か
ら
の
投
稿
等
で
会
報
を
盛

り
上
げ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。
皆
様
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

�

編
集
委
員　
　

大
平　

健
司

�

水
野
有
為
子

�

小
野　

正
平

�

中
村　

久
美

�

小
林
ま
ち
子

配
分
金・派
遣
給
与
の

　
　
振
込
日
は
次
の
通
り
で
す
。

　

1
月
15
日
㈮　

・　

3
月
15
日
㈪

　

2
月
15
日
㈪　

・　

4
月
15
日
㈭

菅
　
原
　
廣
　
男	

（
大
門
3
班
）

小
　
沢
　
和
　
人	

（
塩
尻
東
1
班
）

中
　
澤
　
眞
理
子	

（
塩
尻
東
1
班
）

西
　
野
　
芳
　
子	
（
塩
尻
東
2
班
）

竹
　
渕
　
寿
　
雄	
（
片
丘
班
）

小
　
松
　
公
　
一	

（
片
丘
班
）

百
　
瀬
　
朝
　
子	

（
広
丘
1
班
）

塩
　
原
　
德
　
良	

（
広
丘
3
班
）

大
　
和
　
正
　
三	

（
高
出
1
班
）

大
　
和
　
よ
し
子	

（
高
出
1
班
）

永
　
原
　
和
　
子	

（
高
出
2
班
）

黒
　
岩
　
好
　
夫	

（
高
出
2
班
）

小
　
林
　
と
し
え	

（
高
出
2
班
）

久
保
田
　
　
　
進	

（
吉
田
1
班
）

西
　
田
　
儀
　
明	

（
吉
田
2
班
）

田
　
中
　
　
　
孝	

（
洗
馬
班
）

中
　
野
　
　
　
修	

（
宗
賀
1
班
）

神
　
成
　
一
　
枝	

（
宗
賀
1
班
）

岩
　
垂
　
　
　
勉	

（
宗
賀
1
班
）

足
　
助
　
都
　
子	

（
北
小
野
班
）

奥
　
原
　
美
佐
子	

（
楢
川
班
）

平
　
田
　
勝
　
子	

（
大
門
3
班
）

後
　
藤
　
英
　
世	

（
塩
尻
東
1
班
）

杉
　
浦
　
美
由
起	

（
塩
尻
東
1
班
）

高
　
橋
　
勝
　
子	

（
広
丘
2
班
）

編
集
後
記

振
込
日
に
つ
い
て

塩
尻
市・朝
日
村
へ
仕
事
発
注
量
の
拡
充
を
要
望

岩
　
垂
　
育
　
夫	

（
宗
賀
1
班
）

吉
　
江
　
時
　
雄	

（
北
小
野
班
）

黒
　
澤
　
ア
ヤ
子	

（
楢
川
班
）

上
　
條
　
盛
　
子	

（
朝
日
班
）

高
　
橋		

武
　
志	

様
（
朝
日
班
）

　

10
月
5
日
、
岩
下
理
事
長
と
瀧
澤
副

理
事
長
か
ら
小
口
塩
尻
市
長
及
び
小
林

朝
日
村
長
へ
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　

本
年
度
は
、
令
和
3
年
度
の
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
安
定
し
た

事
業
運
営
の
為
、
前
年
度
以
上
の
補
助

金
の
確
保
と
、
市
村
か
ら
の
事
業
発
注

の
更
な
る
確
保
を
重
点
的
に
要
望
致
し

ま
し
た
。

　

特
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
を
受
け
シ
ル
バ
ー
向
け
の
仕
事
が
減

少
し
て
い
る
現
状
を
訴
え
る
と
と
も
に

全
体
の
2
割
以
上
を
占
め
る
公
共
の
仕

事
発
注
量
の
拡
充
を
強
く
要
望
し
、
両

市
村
か
ら
ご
理
解
を
頂
く
事
が
で
き
ま

し
た
。


